
（１） ２０２４年（令和６年）９月９日（月曜日）
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メール便

答申

………………………………

………………………………

Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ

画
像
生
成
Ａ
Ｉ
「Adob

eFirefly

」
を
昨
年
３
月
に

発
表
。
約
１
年
で
世
界
で
７０

憶
以
上
の
画
像
が
生
成
さ
れ

て
い
る
。
現
在
バ
ー
ジ
ョ
ン

３
で
主
な
機
能
は
「
テ
キ
ス

ト
に
よ
る
画
像
生
成
」
「
映

り
込
み
等
加
工
で
き
る
生
成

塗
り
つ
ぶ
し
」
「
テ
キ
ス
ト

の
印
象
を
強
く
す
る
テ
キ
ス

ト
効
果
」
「
配
色
を
変
更
で

き
る
生
成
再
配
色
」
な
ど
。

ア
ド
ビ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
Ｗ

ｅ
ｂ
版
（
無
料
）
で
利
用
す

る
方
法
と
各
種
ア
ド
ビ
製
品

の
機
能
と
し
て
利
用
す
る
方

法
が
あ
る
。
ア
ド
ビ
Ｉ
Ｄ
は

米
国
児
童
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
法
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
Ａ
）
規
定
に
よ
り
１３
歳
以

上
が
取
得
可
能
。
日
本
に
お

い
て
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

で
作
成
し
た
Ｉ
Ｄ
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
初
等
中
等

教
育
機
関
向
け
特
別
ラ
イ
セ

ン
ス
を
用
意
（Federate
dID

）
。
教
育
機
関
向
けA

dobeExpress

は
テ
キ
ス

ト
か
ら
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

等
を
生
成
で
き
る
。
Ａ
ｄ
ｏ

ｂ
ｅ
の
生
成
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則

は
次
。
▼
説
明
責
任
＝
差
別

偏
見
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
排

除

▼
社
会
的
責
任
＝
生
成

Ａ
Ｉ
の
社
会
的
影
響
を
自
覚

し
テ
ス
ト
・
改
善
を
継
続

▼
透
明
性
＝
Ａ
Ｉ
が
ど
の
よ

う
に
活
用
で
き
る
の
か
の
説

明
責
任
を
果
た
す

著
作
権
や
安
全
性
な
ど
設

計
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
。

▼
ユ
ー
ザ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
同
意
な
く
学
習
デ
ー
タ
と

し
て
使
用
し
な
い
よ
う
に
設

計

▼
意
図
せ
ぬ
著
作
権
侵

害
の
リ
ス
ク
を
減
じ
る
た
め

適
切
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
促
す

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
定
。
例

え
ば
商
業
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名

を
使
用
し
た
プ
ロ
ン
プ
ト
が

入
力
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
除
外
し
た
生

成
結
果
と
な
る

▼
有
害
な

画
像
生
成
の
可
能
性
を
排
除

す
る
た
め
継
続
的
に
テ
ス
ト

と
改
善
を
実
施

Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
製
品
に
は
来

歴
情
報
が
埋
め
込
ま
れ
て
お

り
、
来
歴
情
報
を
確
認
で
き

る
オ
ー
プ
ン
ツ
ー
ル
に
ド
ラ

ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
す
る
と

「Firefly

で
生
成
しPho

toshop

で
加
工
」
な
ど
の

記
録
が
出
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
来
歴
を
記

録
し
、
信
頼
お
け
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
生
成
、
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
同
社
が
中

心
と
な
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
認

証
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｃ
Ａ
Ｉ

＝ComtentAuthenticit
yInitiative

）
も
立
ち
上

げ
た
。
５５
か
国
で
メ
デ
ィ
ア

や
企
業
３
０
０
０
団
体
以
上

が
加
盟
し
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
著
作
権
等
を

テ
ー
マ
に
し
た
専
門
家
に
よ

る
ブ
ロ
グ
シ
リ
ー
ズ
を
提

供
。
現
状
英
語
版
だ
が
、
学

校
向
け
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
教
材
も
提
供
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
対
応
や
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
活
用
に
必
要
な
も
の
を

す
べ
て
自
社
設
計
・
保
有
し

て
い
る
の
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

の
み
（
デ
ー
タ
、
検
索
エ
ン

ジ
ン
、
生
成
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
動
か
す
端
末
と

Ｏ
Ｓ
、
デ
ー
タ
を
処
理
す
る

プ
ロ
セ
ッ
サ
な
ど
）
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
は
、
２

０
１
８
年
「
Ａ
Ｉ
原
則
」

（
社
会
に
と
っ
て
有
益
で
あ

る
こ
と
／
不
公
平
な
バ
イ
ア

ス
の
発
生
・
助
長
を
防
ぐ
／

安
全
性
を
念
頭
に
お
い
た
開

発
と
テ
ス
ト
／
説
明
責
任
を

果
た
す
／
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
原
則
の
適
用
／
科

学
的
卓
越
性
を
探
求
す
る
／

こ
れ
ら
基
本
理
念
に
沿
っ
た

利
用
へ
の
技
術
提
供
）
を
策

定
。
こ
の
原
則
に
基
づ
き
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
際

基
準
に
準
拠
し
て
開
発
し
た

生
成
Ａ
Ｉ
「
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ

ｉ
」
を
２
０
２
３
年
か
ら
提

供
。
文
字
、
画
像
、
音
声
、

動
画
を
利
用
し
て
生
成
で
き

る
。基

盤
のVertevAI

は

Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
取
得
。
組
織

内
で
あ
っ
て
も
入
力
デ
ー
タ

を
他
ユ
ー
ザ
が
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
に
設
計
。
個

人
ア
カ
ウ
ン
ト
は
１３
歳
以

上
、
学
校
用
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
１８
歳
以
上
で
利
用
で
き

る
。
さ
ら
に
利
用
範
囲
（
組

織
や
ア
プ
リ
）
を
管
理
コ
ン

ソ
ー
ル
上
で
設
定
で
き
る
。

教
育
活
用
で
は
子
供
の
発

想
を
広
げ
た
り
、
校
務
の
効

率
化
や
た
た
き
台
の
生
成
な

ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
海

外
で
は
数
学
・
方
程
式
の
問

題
で
そ
の
子
が
関
心
を
持
つ

も
の
と
関
連
づ
け
た
数
式
問

題
を
生
成
す
る
な
ど
、
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
子
供
へ
の

個
別
最
適
な
学
び
に
利
用
し

た
例
が
あ
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
（GrowswithGoo

gle

）
や
教
育
者
向
け
生
成

Ａ
Ｉ
講
座
「
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ

ア
カ
デ
ミ
ー
」
も
提
供
。

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

責
任
あ
る
Ａ
Ｉ
の
原
則
と

し
て
６
つ
の
価
値
観
（
透
明

性
、
説
明
責
任
、
公
平
性
、

包
括
性
、
信
頼
性
と
安
全

性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
）
を
基
本
に
開

発
。
ユ
ー
ザ
の
デ
ー
タ
を
基

盤
モ
デ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
使
用
し
な
い
、
ユ
ー
ザ
デ

ー
タ
を
共
有
し
な
い
、
ユ
ー

ザ
の
ア
ク
セ
ス
制
御
と
企
業

ポ
リ
シ
ー
が
維
持
さ
れ
る
、

ユ
ー
ザ
デ
ー
タ
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
設
計
段
階
か
ら
保
護

さ
れ
る
よ
う
に
設
計
。
商
用

デ
ー
タ
の
保
護
の
た
め
著
作

権
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
組
み
込

ん
で
い
る
。

個
人
向
け
・
組
織
向
け
に

生
成
Ａ
Ｉ
「M

icrosoftC
opilot

」
を
提
供
。
個
人
ア

カ
ウ
ン
ト
で
ア
ク
セ
ス
す
る

場
合
１３
歳
未
満
利
用
不
可
・

１８
歳
未
満
は
保
護
者
の
許
諾

が
必
要
。
組
織
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
１８
歳
以
上
が
利
用
で
き

る
。
な
お
１３
歳
か
ら
１８
歳
未

満
の
利
用
に
つ
い
て
検
証

中
。
教
育
機
関
は
無
償
で
利

用
で
き
る
。

有
料
ツ
ー
ルCopilotf

orM
icrosoft365

は
教
員

及
び
１８
歳
以
上
の
学
生
が
利

用
で
き
る
。
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
な
ど
各
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
バ
ー
に

Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｔ
ボ
タ
ン
が

設
置
さ
れ
、
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か

ら
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

資
料
の
作
成
」
な
ど
が
で
き

る
。
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｔ
で
は

出
展
情
報
も
出
る
の
で
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
だ
。

TeamsforEducation
に
は
児
童
生
徒
向
け
Ａ
Ｉ
学

習
ツ
ー
ルLearningAcc

elerators
が
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
提

供
。
教
育
機
関
（
児
童
生
徒

含
む
）
は
無
償
で
利
用
で
き

る
。AzureOpenAI

は
組

織
専
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
。
自
治
体
独
自
の

Ａ
Ｉ
活
用
環
境
を
構
築
で
き

る
。
「
答
え
を
教
え
ず
伴
走

支
援
を
強
化
し
た
ツ
ー
ル
」

な
ど
の
開
発
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。

商
用
デ
ー
タ
が
保
護
さ
れ

る
組
織
ア
カ
ウ
ン
ト
の
利
用

を
推
奨
。
意
図
し
な
い
著
作

権
侵
害
が
発
生
し
た
際
は
同

社
が
責
任
を
負
う
こ
と
を
公

表
し
て
い
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
の

提
供
や
監
視
・
レ
ポ
ー
ト
の

仕
組
み
な
ど
も
各
種
提
供
。

‥
・
‥
・
‥

Ａ
Ｉ
研
究
者
の
今
井
氏
は

「
研
究
上
、
現
時
点
で
は
ハ

ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
誤
っ
た

出
力
）
を
完
全
に
克
服
す
る

方
法
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
」
「
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
は
義
務
教
育
レ
ベ
ル

の
知
識
は
確
実
に
身
に
つ
け

る
こ
と
が
前
提
に
な
る
」
と

意
見
を
述
べ
た
。

２
０
２
３
年
７
月
に
公
表
し
た
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用

に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂
に
向
け
、
第
２
回
初
等
中
等
教
育
段
階

に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会
議
（
石
川
正
俊
座
長
・
東
京
理
科
大

学
学
長
）
が
８
月
８
日
に
、
第
３
回
同
会
議
が
９
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
。
第
２
回
会

議
で
は
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
各
社
の
生
成
Ａ
Ｉ

関
連
製
品
の
倫
理
原
則
等
や
著
作
権
に
つ
い
て
の
配
慮
や
各
社
の
取
組
に
つ
い
て
説

明
。
い
ず
れ
も
ユ
ー
ザ
の
デ
ー
タ
を
学
習
し
な
い
設
計
と
し
て
い
る
。
『
生
成
Ａ
Ｉ
で

世
界
は
こ
う
変
わ
る
』
ほ
か
の
著
書
が
あ
る
Ａ
Ｉ
研
究
者
・
今
井
翔
太
氏
は
現
在
の
生

成
Ａ
Ｉ
が
で
き
る
こ
と
、
一
般
的
な
弱
点
、
数
年
後
の
予
測
に
つ
い
て
報
告
。
教
育
活

用
の
可
能
性
や
影
響
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
向
け
た
教
育
に
つ
い
て
知
見
を
述
べ
た
。

答
申
で
は
「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
の
更
な
る
加

速
化
」「
教
師
の
処
遇
改
善
」

「
学
校
の
指
導
・
運
営
体
制

の
充
実
」
を
一
体
的
・
総
合

的
に
進
め
る
具
体
的
な
施
策

を
提
示
。
教
職
調
整
額
の
引

き
上
げ
（
４
％
か
ら
１０
％
）

や
専
科
指
導
教
員
、
生
徒
指

導
担
当
教
員
、
副
校
長
・
教

頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
、

教
員
業
務
支
援
員
な
ど
の
増

加
を
提
言
し
て
い
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
後

の
変
更
と
し
て
、
大
目
標
を

表
紙
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
全

て
の
子
供
た
ち
へ
の
よ
り
よ

い
教
育
の
実
現
を
目
指
し

た
、
学
び
の
専
門
職
と
し
て

の
『
働
き
や
す
さ
』
と
『
働

き
が
い
』
の
両
立
に
向
け

て
」
と
示
し
、
教
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
も
目
標
と
し

て
追
記
。
勤
務
時
間
管
理
は

法
制
上
、
服
務
監
督
教
育
委

員
会
及
び
校
長
等
に
求
め
ら

れ
る
責
務
で
あ
る
こ
と
、
副

校
長
・
教
頭
や
主
幹
教
諭
、

事
務
長
等
が
校
長
を
補
佐
す

る
こ
と
等
の
記
述
も
追
記
し

た
。給

特
法
（
勤
務
時
間
に
応

じ
た
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な

い
）
の
見
直
し
に
対
す
る
意

見
に
つ
い
て
は
「
教
育
専
門

職
と
し
て
の
自
律
性
を
尊
重

す
る
仕
組
み
で
あ
り
原
則
時

間
外
勤
務
を
命
じ
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
。

中
央
教
育
審
議
会
は
８
月
２７
日
、
「
『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
質
の
高

い
教
師
の
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て
」
の
答
申
を

取
り
ま
と
め
、
荒
瀬
会
長
が
盛
山
文
部
科
学
大
臣
に
手
交
し
た
。
本
答
申
は
、
中
教
審

の
特
別
部
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
審
議
の
ま
と
め
」
に
対
し
て
届
い
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
約
１
万
８
３
５
４
件
も
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
も
の
。
具
現
化
の
た
め
の
工

程
表
も
示
し
た
。
今
後
は
国
・
自
治
体
と
も
に
教
職
員
の
心
身
の
健
康
を
守
り
教
職
員

不
足
を
解
決
す
る
働
き
方
改
革
や
運
営
体
制
の
整
備
と
予
算
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
大

臣
は
「
答
申
で
示
さ
れ
た
提
案
の
実
現
の
た
め
予
算
要
求
と
法
改
正
な
ど
も
含
め
て
最

大
限
に
取
り
組
む
」
と
応
え
た
。Ｍ

Ｍ
総
研
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
実
現
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
調
査
」
に

よ
る
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
の
６８

％
が
２
０
２
５
年
度
中
に
、

２１
％
が
２６
年
度
中
に
更
新
予

定
だ
（
調
達
台
数
と
時
期
の

双
方
に
回
答
を
得
た
１
１
１

４
市
区
町
村
が
対
象
）
。
端

末
更
新
で
Ｏ
Ｓ
を
切
り
替
え

る
市
区
町
村
は
１２
％
。
９１
％

の
市
区
町
村
が
都
道
府
県
の

共
同
調
達
に
参
加
す
る
意
向

で
そ
の
う
ち
７１
％
の
市
区
町

村
が
想
定
単
価
を
「
５
・
５

万
円
以
内
」
と
し
て
い
る
。

端
末
更
新
時
期
が
集
中
す
る

こ
と
か
ら
円
滑
な
端
末
供
給

と
更
新
作
業
が
課
題
と
な
り

そ
う
だ
。

２ 面 ４教育大でデジタル教科書検証
３ 面 教職員の働き方改革
４‐５面 関西ＥＤＩＸ特集
６ 面 高等学校ＩＴ活用セミナー報告
７ 面 教育委員会対象セミナー報告
８ 面 教育委員会・自治体ニュース

宮
崎
県
西
米
良
村
（
古
川

信
夫
教
育
長
）
は
、
児
童
生

徒
１
人
２
台
の
情
報
端
末
等

の
充
実
し
た
環
境
を
実
現
し

て
、
少
人
数
指
導
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。
学
校
と

家
庭
で
主
体
的
な
学
び
を
連

携
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
情
報

活
用
能
力
育
成
等
が
高
く
評

価
さ
れ
、
日
本
教
育
工
学
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
の
「
学
校

情
報
化
先
進
地
域
」
に
認
定

さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
の

有
効
利
用
に
以
前
か
ら
力
を

入
れ
て
お
り
、
少
人
数
で
の

協
働
的
な
学
び
等
の
授
業
改

善
を
進
め
て
い
る
。
西
米
良

中
学
校
（
新
名
博
校
長
）
で

は
、
情
報
端
末
の
携
帯
性
を

活
か
し
て
、
生
徒
が
座
席
か

ら
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
、

教
師
主
導
の
座
学
か
ら
脱
却

し
た
協
働
的
な
学
び
を
進
め

て
い
る
。

さ
ら
に
、
ク
ラ
ウ
ド
の
有

効
活
用
で
は
児
童
生
徒
だ
け

で
な
く
、
教
師
自
身
が
研
修

に
お
い
て
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
。
授
業
研
究
会
で

は
、
す
べ
て
の
教
師
が
端
末

を
持
ち
込
ん
で
研
究
授
業
を

参
観
し
、
授
業
へ
の
気
づ
き

や
意
見
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
共

同
編
集
し
て
い
た
。
研
究
授

業
後
の
研
究
会
で
は
、
共
同

編
集
し
た
授
業
記
録
を
グ
ル

ー
プ
で
分
析
し
な
が
ら
深
め

て
い
く
。
互
い
に
書
き
込
ん

だ
内
容
は
、
教
員
そ
れ
ぞ
れ

が
研
修
後
に
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
、

紙
面
で
共
有
し
て
い
た
頃
よ

り
格
段
に
効
率
的
な
研
修
に

な
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
だ
け
で
は
な

く
、
教
師
が
い
か
に
ク
ラ
ウ

ド
を
駆
使
し
て
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
ゼ
ロ
ト
ラ
ス

ト
と
言
わ
れ
る
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
授
業
改
善
と
教
員
の

働
き
方
を
関
連
づ
け
た
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。
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教
職
員
の
心
身
の
健
康
を
守
り
教
職
員
未
配
置
を
解
決

「
教
師
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
」答
申

座学から脱却して、生徒がグループ
で協働的に学ぶ

クラウド環境を駆使して教員研修

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
約
７
割
が
２５
年
度
中
に
更
新

初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会
議

初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会
議

生
成
Ａ
Ｉ
製
品
の
倫
理
原
則
な
ど
説
明
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